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相談会の時間を拡大しました


毎週 (火) 午前１０時～午後４時 


 　  (木) 午前１０時～夜８時


   (土) 午前１０時～午後４時


電話／FAX ０８８‐８２２‐２５３９


携帯 ０８０‐１９９５‐９０３０


必ず予約の上、ご参加下さい。電話相談もお気軽に。





◆相談スタッフ募集中！！


　　｢自殺対策緊急強化事業｣の補助金を受け、相談時間を大幅に拡大しました。現在、岡田事務局長を中心に相談体制を組んでいますが、電話番、相談受付、聞き取りなどスタッフを募集しています。ぜひお手伝いください。貴方の体験を新たな相談者に語ることで、大きな励ましになります。


　　　短時間でもかまいませんので、ぜひお手伝い願います。ヨロシクネ・・・











平成19年10月／うろこの会結成総会








｢高知うろこの会｣


第４回定期総会のご案内





日時：１０月１７日(日) 午後２：００～４：３０





場所：こうち男女共同参画センター・「ソーレ」・視聴覚室
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◆２時から、作家・帚木 蓬生氏（ははきぎ ほうせい／精神科医）の講演ビデオ｢やめられない ギャンブル地獄からの生還｣(６０分)の上映会を行います。会員以外の一般参加もできます。ぜひ、お知り合いの方、ギャンブル依存で困っている方など、お誘いください。(無料です)


＜帚木蓬生氏のプロフィール＞


　●本名、森山 成彬(もりやま なりあきら)。東京大学文学部卒業後ＴＢＳに勤務。退職後九州大学医学部を経て精神科医に。その傍らで執筆活動に励む。


●主な著作：１９９０年-『賞の柩』で日本推理サスペンス大賞佳作、９２年-『三たびの海峡』で吉川英治文学新人賞、９５年-『閉鎖病棟』で山本周五郎賞、９７年-『逃亡』で柴田錬三郎賞、２０１０年-『水神』で新田次郎文学賞、１０年-『やめられない ギャンブル地獄からの生還』（集英社）


・　・　・　・　・　・　・　・　・


総会終了後、懇親会を行ないます（懇親会のみの参加も歓迎）


　会場：スナック桜川(高知市帯屋町、リッチモンドホテル北)


　会費：２０００円





総会、懇親会の出欠を同封のハガキで、１０月１２日までにご返信ください。
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｢目から鱗(うろこ)が落ちた｣思いを忘れず、自分を守り、被害者を守り、新たな被害者をつくらない社会をめざす多くの鱗になろう｣という思いを｢高知うろこ(鱗)の会｣の名に込めました。





№19　2010年９月




















正会員年会費：２０００円


サポーター会費：５００円(月１口)


四国銀行高知市役所支店


口座番号：普通０３５４９０１


名義人：高知うろこの会　


電話：０８８-８２２-２５３９





�





〒780-0870 高知市本町４丁目1-37 県社会福祉センター3Ｆ･4





被害者全国交流集会(11/27･28岐阜市)に５名参加します。ぜひカンパに御協力下さい。
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４年目に向かって！


その足跡と今後・・・ 


平成19年10月、クレジット・サラ金被害者の会「高知うろこ（鱗）の会」として結成されてから、満３年が経過いたしました。


それまで、高知での債務整理・生活相談は、行政の相談窓口以外に、「高知クレジット・サラ金問題対策協議会」に属する、弁護士・司法書士・民商・行政に関係する相談員の方たちが中心となり、多くの相談者の被害の予防と救済、そして生活再建に取り組んでいました。


当時全国では、「全国クレ・サラ対協」と被害者の会「クレ・サラ被連協」という、２つの親団体が、互いに協力し合って被害の予防、救済、そして生活再建運動と「貸金業法の改正」等に関する運動に取り組んでいましたが、唯一、西日本地域で、高知県と山口県のみに被害者の会がなかったのです。


そんな時、平成18年７月、「第18回クレジット・サラ金被害者西日本交流集会in高知」が高知市で２日間にわたって開催されました。


開催実行委員長・高知クレジット・サラ金問題対策協議会の代表・谷脇和仁弁護士は開会挨拶の中で、～県民一人あたりの所得が、沖縄県と並んでいつも最下位を争っている高知県は、人口比での自己破産申立て件数は常時トップをあらそっている。


そのような高知で開かれる「第18回クレ・サラ被害者西日本交流集会」は、出資法の刑罰金利が利息制限法の金利まで引き下げられるか否かの重大な時期に開催されます。貸金業者の違法な営業の実態と、それによる多重債務者の被害の実態を交流し、迅速な被害者救済の手立てを交流しましょう。そして、貸金業者側の激しい巻き返しを許さず、高金利引き下げの決意を固めあいましょう。


最近の、最高裁による、いわゆる「みなし弁済」を事実上認めない一連の判決、あるいはアイフルに対する行政処分などは、これまでの私たちの積み重ねてきた運動の結果勝ち取られたものです。どのような分野においても、被害者救済の実現は、被害者自身が団結し運動を繰り広げてこそ実現します。


高知での今回の交流が、クレジット・サラ金被害者救済運動の新しい段階への第一歩となるよう、皆さんの力で成功させましょう・・・と挨拶されました。～


そして翌、平成19年、高知にクレジット・サラ金被害者の会が結成されました。


そうです、先の谷脇弁護士のお話の中にあった「被害者救済の実現は、被害者自身が団結し運動を繰り広げてこそ実現します」の言葉通り、被害を体験した被害者自身が会員となり、被害者目線で相談者の話を聞き、アドバイスをし、専門家に引き継ぐ作業の流れの中で、会員全員が団結し、高金利で苦しむ被害者の根絶、そして救済と生活再建を目指して「高知うろこの会」が誕生したのです。


当初、相談会は週１回の予定で開催されていましたが、相談者の増加と問題の多様化に対応するために、相談日を週３回にして活動してきました。


「全国クレ・サラ被連協」の総会・交流会・研修会・そして四国地域の被害者の会の各研修会等に参加して行くなかで、「被害者の会」の目的と役割を徐々に学習し「高知うろこの会」は前進してきたのです。


「クレ・サラ問題、ヤミ金問題」「高金利問題」等と闘ってきた「全国クレ・サラ被害者の会」は、今年６月18日ついに、悲願の「改正貸金業法の完全施行」を実現させたのです。


もちろん「高知うろこの会」におきましても、「多重債務相談１１０番」、「ヤミ金被害１１０番」「ギャンブル依存１１０番」、「弁護士・司法書士２次被害１１０番」、｢改正貸金業法による、総量規制１１０番」など、弁護士会・司法書士会の先生方のご協力とご指導を得て活動を展開してまいりました。


また行政との取り組みとして、「高知県多重債務者対策協議会」、「自殺予防関係機関連絡調整会議」、また日本司法支援センター高知地方事務所（法テラス高知）の「関係機関連絡協議会（多重債務分会）」等のメンバーとして協議に参加し、諸処の問題についての意見交換も行なってきました。


私たち被害者の会は、多重債務問題の裏側に一体として潜む、格差・貧困問題と、自殺の防止・減少について、緊急に取り組んで行かなければなりません。


この度、「高知県地域自殺対策緊急強化事業計画」の一環として、「多重債務による自殺者」をなくすため「高知うろこの会」も、参加させていただく事が決定いたしました。


高知県からの補助金を活用した、広範な啓発活動を実施するためのホームページの充実とチラシの作成、そして被連協から作成していただいたポスターやリーフレットを全県下に配布して、１人で悩んでいる人・迷っている被害者の掘り起こしのために、相談機能の体制と強化を図りたいとおもっています。


この３年間に、多重債務相談、生活福祉相談、その他諸問題を抱えて「うろこの会」に相談に来所された方は、約２２００人を超え、そのうち新規登録者は５２３人でした。


「うろこの会」に入会した２７１名の会員と、財政面を内・外から支援してくださるサポーター（賛助会員）69名の方たち、そして関係機関各位のご協力を得て共に闘って歩んできました。


今後とも、「高知うろこの会」の発展と、「新しい相談体制の強化」の為に、会員皆さんのご理解・ご協力・そしてご参加を心よりお願い申し上げます。　　　　　　　(事務局長　岡田悟)





◆　◆　◆　◆　◆　◆





テレビで多重債務相談の報道を見て・・・


高知市 Ｍ・Ｆさん（69才・男）


私は昭和45年頃、高知市で寿司調理師として頑張っていましたが、競輪やパチンコといった賭け事を覚え、小遣いをつぎ込んでいました。


その当時のパチンコは少しのお金で遊べ、始めのうちは、大きな借金までする事も有りませんでしたが、競輪には燃えました。少しずつ小遣いがたりなくなり、前借りをする、その前借り分が妻にバレない様に、サラ金から借金をして給料袋に入れる・・・この繰り返しで少しずつ借金がふえていった様に思います。


昭和60年頃、高知市内のホテルのレストランに職場が移りましたが、やはり借金はついて回わりその上、おまとめローンの詐欺被害にあい、50万円振り込みましたが、融資の金は振り込まれず、その上また50万円振り込むようにといわれ、やっと詐欺だと気がつきました。警察に言っても相手にしてくれません、そこで私は相手に何度も電話をして「金、かえせ」としつこく迫りました。何とか半分だけは取り返しましたが、気がつけば、妻とは離婚をする状況にまでなっていました。


平成11年頃からリュウマチのため腕が自由にうごかせなくなり、調理師の仕事が出来なくなりました。そのあとは色々な仕事を転々と、そして気づいたときには、２００万円の借金と、その利息を支払う為にだけ働いていたのです。


働くことに何の意味があるのかと、考える事がありました。


そんな時でした、今年の５月、偶然にもテレビのニュースで「改正貸金業法」とか「１１０番相談会」とかの報道を視て、「高知うろこの会」の事を知りました。〝ワラにもすがる思い〟で、｢うろこの会」に予約の電話を入れました。当日スタッフの方の指示に従って必要な資料を持参しました。


これからどのように返済してゆくか、そのことばかりが気になって落ち着きませんでしたが、スタッフの方との会話で少しずつ気持ちが軽くなり、借金のこと、いままでの生活の事などをお話しました。


借金については、取引が長いため過払いが発生している可能性があるとのことで、早速、取引履歴の請求手続きをし、スタッフの方から「取引履歴が送られてきたら、利息の引き直し計算をするから、その結果が出るまで返済をしないように」、と言われ同時に過払い金について説明をしてくれました。「もう、返済しなくてもいいのか！」「お金が返ってくるのか？」？？・・・。本当に不思議な気分になりました。


ギャンブルについて、コンコンと注意され、帰ることになりましたが、スタッフのみんなに「顔色がえいねー」と、からかわれるくらい、気持ちが楽になっていました。


それからは交流会にも参加し、会員の皆さんとも話しが出来るくらい、毎日の生活に張り合いと、そして何より仕事も頑張っております。


もちろん過払い金も、裁判で取り戻しました。


　今後、「うろこの会」の会員として、何かの役に立つ生き方をしたいと思っています。














